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ら
の
職
業
能
力
を
客
観
的
に
知
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
企
業
が
的
確
な

人
材
確
保
や
育
成
を
行
う
た
め
に
は
、

労
働
者
の
持
つ
職
業
能
力
を
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
に
は
内
外
の
労
働
市
場
に
お
い

て
共
通
に
通
用
す
る
客
観
的
な
職
業
能

力
評
価
の
仕
組
み
の
整
備
が
不
可
欠
と

な
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
能
力
を
基
軸
と

し
た
労
働
市
場
の
仕
組
み
づ
く
り
の
た

め
に
、
職
業
能
力
に
関
す
る
客
観
的
な

“
も
の
さ
し
”
の
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
の
認
識
に
基
づ
き
、
労
働
市
場
全
体

を
包
括
す
る
よ
う
な
職
業
能
力
評
価
制

度
の
前
提
と
な
る
職
業
能
力
評
価
基
準

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

職
業
能
力
評
価
基

準
と
は

職
業
能
力
評
価
基
準
と
は
、

企
業
や
団
体
等
に
お
い
て

①
労
働
者
が
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
さ

れ
る
仕
事
上
の
成
果
に
つ
な
が
る
行
動

②
そ
の
た
め
に
必
要
な
技
能
、
技
術
及

び
知
識

を
職
種
別
に
記
述
し
た
も
の
で
す
。

職
業
能
力
評
価
基
準
の
作
成
に
あ
た

っ
て
は
、
ま
ず
、
複
数
企
業
に
対
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
よ
る
職
務
分
析
を

行
い
、「
業
界
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
仕

事
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
内

容
な
の
か
」
を
明
ら
か
に
し
、「
そ
の

意
識
の
多
様
化
な
ど
を
背
景
と
し
て
、

我
が
国
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
は
構
造
的
な

変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に

対
処
し
て
い
く
た
め
に
は
、
労
働
者
の

職
業
能
力
を
土
台
と
し
た
新
た
な
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

企
業
で
は
キ
ャ
リ
ア
ル
ー
ト
が
多
様

化
・
複
雑
化
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者

の
企
業
間
の
労
働
移
動
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に

つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
企
業
主
導
の

も
の
に
加
え
て
自
ら
の
責
任
と
主
体
性

に
よ
り
取
り
組
む
べ
き
役
割
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

労
働
者
に
と
っ
て
適
切
な
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
目
標
を
立
て
る
た
め
に
は
、
自

わ
が
国
初
の
職
業
能
力
評
価

制
度
の
特
徴
と
今
後
の
活
用

●
厚
生
労
働
省
／
職
業
能
力
開
発
局
・
能
力
評
価
課

職
業
能
力
評
価
基

準
策
定
の
背
景

こ
れ
ま
で
我
が
国
に
お
い
て
は
、
一

律
的
で
集
団
的
な
働
き
方
の
シ
ス
テ
ム

が
時
代
の
求
め
に
マ
ッ
チ
し
て
お
り
、

労
働
者
の
能
力
を
伸
ば
し
、
企
業
の
組

織
の
力
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て

き
ま
し
た
。
新
規
学
卒
者
の
定
期
採
用

や
年
功
序
列
の
賃
金
・
処
遇
、
年
齢
に

よ
る
一
律
の
定
年
制
な
ど
を
基
盤
と
す

る
雇
用
シ
ス
テ
ム
は
一
体
の
も
の
と
し

て
確
立
さ
れ
、
人
材
育
成
の
観
点
か
ら

も
う
ま
く
機
能
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
技
術
革
新
の
進
展

や
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化
な
ど
企
業

の
経
営
環
境
の
変
化
や
労
働
者
の
就
業

報

告
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特 集 ＝ヒュ

ーマンな長期

安定雇用の確

立に向けて

仕
事
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業

能
力
」
を
、
担
当
者
に
必
要
と
さ
れ
る

レ
ベ
ル
か
ら
組
織
・
部
門
の
責
任
者
に

必
要
と
さ
れ
る
レ
ベ
ル
ま
で
の
４
つ
の

レ
ベ
ル
に
分
け
て
整
理
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
調
査
に
よ
り
集

電
気
機
械
器
具
製

造
業
と
自
動
車
製

造
業（
組
立
）
職
種

電
気
機
械
器
具
製
造
業
は
一
番
最
初

に
策
定
に
着
手
し
た
業
種
で
、
以
後
策

定
さ
れ
て
い
る
業
種
別
の
職
業
能
力
評

価
基
準
の
さ
き
が
け
と
な
る
も
の
で

す
。
電
気
機
械
器
具
製
造
業
全
体
の
職

務
を
網
羅
的
に
カ
バ
ー
す
る
よ
う
、
人

事
・
経
理
な
ど
「
事
務
系
」
で
９
職
種
、

約
さ
れ
た
業
界
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る

人
材
像
や
、
現
在
ま
た
は
将
来
に
向
け

て
必
要
と
な
る
職
業
能
力
な
ど
業
界
の

人
材
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
産
業
界

等
と
の
連
携
の
も
と
、
職
業
能
力
評
価

基
準
は
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

職　種 

研究開発 
 
 
 
 設計 

 
 

生産技術 
営業技術 

職　務 

電気機械技術 
情報通信技術 
電子部品技術 
機械設計 
電気・電力設計 
計測・制御設計 
通信機器設計 
情報・メディア設計 
電子部品・デバイス設計 
生産技術 
営業技術 

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ 
スタッフ シニア･ 

スタッフ スペシャリスト マネジャー シニア・ 
スペシャリスト 

シニア・ 
マネジャー 

職　種 職　務 
レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ 

製造技能者 製造技能者 高度熟練技能者 管理・監督者 高度･熟練技能官 管理･監督者 

【技術系職種】 

【技能系職種】 

 鋳造 
鍛造 
金属熱処理 
粉末冶金 
機械加工 
放電加工 
金型製作 
金属プレス加工 
めっき 
仕上げ 
ダイカスト 
プラスチック成形 
溶接 
工場板金 
鉄工 
レーザ加工 
塗装 
半導体製品製造 
プリント配線板製造 
電子回路接続 
電子機器組立 
電気機器組立 
工業包装 
検査 
機器保全 
工場インフラ保全 

加工 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

組立  
 
 
検査 
 
保全 

職業能力評価基準全体構成図　電気機械器具製造業（技術系・技能系） 

職業能力評価基準全体構成図
電気機械器具製造業（技術系・技能系）

職　種 

組　立 

職　務 

製造管理 
組立 

レベル２ レベル３ レベル４ レベル１ 
一般製造 
技能者 

中堅製造 
技能者 チームリーダー 製造管理 マネジャー 

製造技術 
スペシャリスト 

上級製造管理 
マネジャー 

職業能力評価基準全体構図　自動車製造製造業（「組立」職種） 

職業能力評価基準全体構図
自動車製造製造業（「組立」職種）
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の
組
織
能
力
」
が
最
も
集
約
的
に
あ
ら

わ
れ
る
職
種
で
あ
り
、「
組
立
」
が
技

能
検
定
制
度
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
組
立
工
程
の
労
働
者
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
及
び
社
会
的
認

知
度
向
上
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
こ

と
等
も
理
由
に
上
げ
ら
れ
ま
す
。
組
立

研
究
開
発
・
設
計
な
ど
「
技
術
系
」
で

４
職
種
、
加
工
・
組
立
な
ど
「
技
術
系
」

４
職
種
と
３
つ
の
系
統
に
分
け
検
討
が

重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
技
術
系
職
種
で
は

「
創
造
的
な
課
題
や
高
い
目
標
を
設
定

し
、挑
戦
す
る
研
究
開
発
者
、設
計
者
」、

「
研
究
開
発
で
芽
生
え
た
テ
ー
マ
の
早

み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
気
機
械
器
具
製
造
業
の
職
業
能
力

評
価
基
準
が
業
界
を
網
羅
的
に
カ
バ
ー

す
る
よ
う
策
定
さ
れ
た
の
と
は
対
照
的

に
、
自
動
車
製
造
業
で
は
「
組
立
」
職

種
に
焦
点
を
絞
り
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
自
動
車
製
造
業
の
「
も
の
造
り

期
事
業
化
や
コ
ン
カ
レ
ン
ト
・
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
を
推
進
す
る
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
力
（
指
導
力
）
を
も
つ
エ

ン
ジ
ニ
ア
」
等
、
求
め
ら
れ
る
人
材
像

に
つ
い
て
も
調
査
を
基
に
分
析
が
な
さ

れ
、
こ
れ
ら
も
念
頭
に
お
い
て
作
り
込

レベル１ 
スタッフ 

レベル２ 
シニア・スタッフ 

レベル３ レベル４ 
スペシャリスト マネジャー シニア･スペシャリスト シニア･マネジャー 

選択 
能力ユニット 

能力ユニット名 

概　　要 

画像エレクトロニクスに関する研究開発 

スキャナ、MPEG カメラ、カラープリンタ等に使用する画像符号化
技術等の画像エレクトロニクス技術に関する研究開発を行う能力 

能力細目 職務遂行のための基準 

①画像エレクトロ
ニクス及び関連分
野に関する専門知
識の獲得と維持 

○担当する商品に関する技術開発や製品開発に必要な画像エレクトロニクス
　の専門知識を有している。 
○画像処理、符号化など様々な技術分野を体系的に理解したうえで、いくつ
　かのコア分野について一層の専門知識の獲得とその定着に取り組んでいる。 
○画像エレクトロニクス技術の特許動向を踏まえながら、研究開発の有効な
　情報源として活用している。 
○自らのアイデアを様々な形で議論しアイデアの熟成を図り、報連相を実施
　している。 
○部下や後輩からの画像エレクトロニクス関連の技術的質問に対し、的を射
　た回答や助言を行っている。 

②研究手順・研究
手法に沿った研究
開発の推進 

○画像エレクトロニクス関連の既存の社内ナレッジを有効活用するとともに、
　TRIZ-DEなどの発想支援ツールを用いながら要素技術または製品技術に関
　する研究開発を推進している。 
○研究開発テーマの顧客ニーズの絞込みをアンケート調査等の適切なマーケ
　ティング調査手法によって検証している。 
○実験・開発途上で予想外の現象が起きたときは、仮のモデルを立てて検証
　しながら研究を進めている。 

○担当するプロジェクトのフェーズ完了ごとまたは期末ごとに研究成果をと
　りまとめ、社内関係部門に遅滞なく報告・連絡している。 
○画像エレクトロニクスに関する自分の知識や経験を部門内で活用し、共有
　財産としてデータベース化している。 
○広報部門等と連携を図りながら研究開発成果の効果的なプロモーションを
　行っている。 
○特許や実用新案等を主体的に出品 

１．半導体工学の基礎知識 
２．電子部品・電子デバイスの専門知識 
３．画像エレクトロニクスに関する専門知識 
　・電子画像システムの原理と構成 
　・画像処理プロセス　など 
４．画像符号化技術に関する理解 
　・予測符号化技術 
　・ベクトル量子化技術 
　・エントロピー符号化技術　など 
５．画像機器のプロダクト技術に関する知識（スキャナ、
　MPEGカメラ、カラープリンタ、大型ディスプレイ、
　医療用画像装置など相当する製品関連） 
６．観察条件に関する知識（ISO3664） 
７．画像エレクトロニクス技術関連の工業所有権の知識 
８．関連学会や大学との共同研究に関する情報 
９．関連技術分野の専門家及びその人的ネットワークの
　知識 
10．社内の研究手順・研究手法マニュアル 
11．研究開発プロセスに関する知識 

12．研究開発プロセスに関するITツール（プロジェクト
　管理システム等） 
13．研究成果の報告・発表・管理に関する社内ルール 
14．研究成果の管理に関するITツール（特許管理、部品
　情報管理・検索システム、設計図面管理システムなど） 
15．ナレッジマネジメントに関する知識（業務のベスト
　プラクティス、研究・製品開発の成功・失敗事例等） 
16．管理会社に関する基礎知識（開発経費の予算・実績
管理、ROI（投資利益率）の考え方など） 

③研究成果・研究
成果の取りまとめ 

仕事の 
Plan-Do-See

思考・行動特性を加味した内容であり、 
能力評価の見極めとなるような典型的 
な職務遂行例を記述。 

職務を遂行するための裏打ちとして理解 
しておくべき項目を整理。 

●必要な知識 

共
　
　
通 

研
究
開
発 

設
　
　
計 

生
産
技
術 

営
業
技
術 

ユニット番号　S314L24

電気機械器具製造業（能力評価基準の例）
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職
種
は
正
規
従
業
員
数
、
非
正
規
従
業

員
数
と
も
自
動
車
製
造
業
の
工
程
の
中

で
最
も
多
く
、
非
正
規
従
業
員
も
含
め

た
技
能
者
の
技
能
の
向
上
や
適
正
な
評

価
を
行
う
た
め
の
基
準
と
し
て
作
り
込

み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
な
る
よ
う
、
一
般
的
な
キ
ャ
リ
ア
ル

ー
ト
の
例
を
上
げ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
電
機
業
の
技
術
系
職
種
の
キ

ャ
リ
ア
形
成
の
例
と
し
て
は
、
自
身
の

専
門
技
術
に
軸
足
を
置
き
つ
つ
、
研
究

開
発
や
設
計
、
生
産
技
術
な
ど
特
定
の

職
種
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
深
め
る
方
も
い

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
職
種
の
う
ち
、
い
く

つ
か
を
経
験
し
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
の
幅

を
広
げ
る
方
も
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く

の
技
術
者
は
レ
ベ
ル
２
か
ら
レ
ベ
ル
３

に
移
行
す
る
段
階
で
、
公
的
組
織
や
個

自動車製造業（能力評価基準の例）

特 集 ＝ヒュ

ーマンな長期

安定雇用の確

立に向けて

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
目

標
と
し
て

職
業
能
力
評
価
基
準
で
は
、
そ
の
業

界
で
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
図
る
際
に
指
針



2005 Autumn IMF JC 16

に
分
か
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
業
界
で
一
般
的
と
考
え

ら
れ
る
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
に
応
じ
、
キ

ャ
リ
ア
形
成
の
ひ
と
つ
の
目
安
と
し
て

例
示
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し

て
部
門
戦
略
を
策
定
し
、
目
標
の
達
成

に
向
け
て
組
織
を
統
率
す
る
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
系
（
技
術
管
理
職
）
と
担
当
分
野

の
高
度
専
門
職
と
し
て
専
門
分
野
の
研

究
や
技
術
開
発
等
を
通
じ
て
市
場
競
争

力
や
自
社
の
対
外
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
決
定

づ
け
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
専
門
職
）

レベル区分の目安 組織イメージ レベル 

レベル４ 

レベル３ 

レベル２ 

レベル１ 

・大規模組織の責任者もしくは最高度の専門職・熟練者として、広範 
　かつ統合的な判断及び意思決定を行い、企業利益を先導・創造する 
　業務を遂行するために必要な能力水準。 

・中小規模組織の責任者もしくは高度専門職・熟練者として、上位方 
　針を踏まえて管理運営、計画作成、業務遂行、問題解決等を行い、 
　企業利益を創出する業務を遂行するために必要な能力水準。 

・グループやチームの中心メンバーとして、創意工夫を凝らして自主 
　的な判断、改善、提案を行いながら業務を遂行するために必要な能 
　力水準。 

・担当者として、上司の指示・助言を踏まえて定例的業務を確実に遂 
　行するために必要な能力水準。 

シニアマネジャー シニア・ 
スペシャリスト 

マネジャー スペシャリスト 

マネジメント系 スペシャリスト系 

シニアスタッフ 

スタッフ 

レベル区分の目安とキャリア・パス（電気機械器具製造業） 
レベル区分の目安とキャリア・パス（電気機械器具製造業）

・組立ライン全体の組織の責任者として、生産目標 
　の達成のための組織目標や生産計画を設定し、広 
　範かつ統合的な判断及び意志決定を行いながら組 
　織全体の総合力向上が実現できる能力水準 
 
・高度なリーダーシップを発揮し、組織メンバーの
　計画的な人材育成ができる能力水準 

レベル区分の目安 レベル 

レ
ベ
ル
４ 

レ
ベ
ル
３ 

レ
ベ
ル
２ 

レ
ベ
ル
１ 

想定される組織の大きさ 
（役職名の例） キャリア・パスの例 

・組立ライン中小単位規模の組織の責任者として、 
　上位の方針を踏まえて組織の管理運営を的確に 
　行うために必要な能力水準 

・ベテラン技能者として高度な熟練技能を有し、高 
　精度な作業を正確かつ効率的に行い、またそれを 
　メンバーに指導できる。また、複数の工程にまた 
　がる技能を持つ能力水準 
 
・場合によっては、自ら得意とする技能・技術分野 
　を有し、部門をまたがるプロジェクトに参加し、 
　確実に成果を出せる能力水準 
 
・製造過程における異常に対して的確な対応が取れ 
　るとともに再発防止や改善を立案・実現できる 
　能力水準 

・組立ライン最小単位職場の中心メンバーとして、
　工程内のほとんどの作業ができ、メンバーの作業
　をサポートでき、メンバーの作業遂行に当たって
　指導力を発揮し、工程内の改善や提案を行いなが 
　ら業務を遂行するために必要な能力水準 
 
・自らの担当領域においての異常については確実に 
　原状復帰ができる能力水準 

・異常の発見ができ､上司へ的確に報告でき､上位者 
　の指示にしたがって異常対応ができる。また自ら 
　の担当工程において改善提案を行うことができる 
　 
・会社や応援者に対し、自らの担当業務の内容を説 
　明でき、作業指導ができる 

・決められたルール、基準に基づいて業務ができ、 
　異常や改善点を見出せる 

200名から500名の組織の長 
（上級製造管理マネジャー） 

20名から100名の組織の長 
（製造管理マネジャー） 

（製造技能スペシャリスト） 

数名の組織の長 
（チームリーダー） 

（中堅製造技能者） 

（一般製造技能者） 

レベル区分の目安とキャリア・パス（自動車製造業「組立」職種） 

上級製造管理 
マネジャー 

製造管理 
マネジャー 

製造技能 
スペシャリスト 

チームリーダー 

中堅製造 
技能者 

一般製造 
技能者 

レベル区分の目安とキャリア・パス（自動車製造業「組立」職種）
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ーマンな長期

安定雇用の確

立に向けて

と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

企
業
、
労
働
者
共
通
の
”
も
の
さ

し
“
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
な
ど
労
働
力
需
給
調
整
機
関
に
お

け
る
マ
ッ
チ
ン
グ
へ
の
活
用
や
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
場
面
で
の
活

用
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

職
業
能
力
評
価
基
準
の
策
定
段
階
か

ら
活
用
に
向
け
た
検
討
も
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
動
車
製
造
業
で
は
、
職
業
能
力

評
価
基
準
を
よ
り
活
用
し
や
す
い
も
の

と
す
る
た
め
、
具
体
的
な
評
価
手
法
を

ど
の
よ
う
に
設
計
・
実
施
す
る
か
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
そ

れ
ま
で
の
職
業
能
力
評
価
基
準
の
策
定

か
ら
一
歩
踏
み
込
み
、
評
価
手
法
を
検

討
す
る
素
材
と
し
て
能
力
診
断
シ
ー
ト

の
例
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
を
行
い
ま

し
た
。
能
力
診
断

シ
ー
ト
は
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
方
式
と

な
っ
て
お
り
、
○

を
付
す
こ
と
に
よ

り
自
己
評
価
と
上

司
の
評
価
を
突
き

合
わ
せ
る
も
の

で
、
職
業
能
力
評

価
基
準
を
活
用
す

る
際
の
一
つ
の
参

考
例
と
な
る
も
の

で
す
。
従
業
員
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

や
、
適
切
な
人
員

配
置
の
た
め
の
能

力
診
断
、
労
働
市

場
の
流
動
化
に
対

応
し
た
適
切
な
採

用
の
た
め
の
能
力

診
断
な
ど
、
様
々

職
業
能
力
評
価
基
準

の
活
用
方
法

職
業
能
力
評
価
基
準
は
様
々
な
業
種

に
お
い
て
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

使
わ
れ
な
け
れ
ば
何
の
意
味
も
あ
り
ま

せ
ん
。
職
業
能
力
評
価
基
準
が
職
業
能

力
を
評
価
す
る
基
準
と
し
て
有
効
に
機

能
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
企
業
、

労
働
者
に
活
用
・
認
知
さ
れ
る
こ
と
が

不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
活
用
の
方
法
と

し
て
例
え
ば
個
人
で
は
、
職
業
能
力
評

価
基
準
に
よ
っ
て
業
界
が
求
め
て
い
る

能
力
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
身

の
優
れ
て
い
る
部
分
・
不
足
す
る
部
分

を
認
識
し
、
自
発
的
な
能
力
開
発
に
向

け
た
き
っ
か
け
や
目
標
を
設
定
す
る
際

に
参
考
と
な
り
、
ま
た
、
業
界
共
通
の

職
業
能
力
評
価
基
準
と
い
う
“も
の
さ

し
”
に
よ
り
自
ら
の
職
業
能
力
の
客
観

的
な
評
価
を
行
う
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
職
業
紹
介
の
場
面
な
ど
、
第

三
者
に
対
し
て
自
ら
の
仕
事
の
内
容
や

能
力
を
相
手
に
理
解
で
き
る
よ
う
示
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
な
ど
に
は
、

職
業
能
力
評
価
基
準
の
内
容
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
的
確
に
相
手
に
伝
え
る
こ

労　働　者 企　　業 

○ 能力の客観的な把握 

○ キャリア形成の目標設定 

○ 個人主導のキャリア形成の取組み 

○ 転職時・求職時の職業選択の目安 

 

○ 的確なマッチングの実施 

○ キャリア・コンサルティングの充実 

○ ニーズに即した訓練カリキュラム開発 

 

○ 採用すべき人材の明確化 

○ 人材戦略の計画・実施 

○ 人材育成への効果的な投資 

○ 能力に基づいた人事評価・処遇 

 

職業能力評価基準 

労働力需給調整機関 

職 業 能 力 評 価 基 準 の 活 用 例  

活用 
活用 活用 

 

職業能力評価基準の活用例

な
場
面
で
活
用
で
き
る
も
の
で
あ
り
、、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
や
場
面
に
応
じ
て
実

態
に
応
じ
た
評
価
手
法
を
検
討
す
る
際

の
素
材
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も

の
で
す
。

能
力
を
基
軸
と
し

た
労
働
市
場
の
仕

組
み
づ
く
り
の
た

め
に

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
わ
が
国

で
は
人
材
こ
そ
が
も
っ
と
も
貴
重
な
経

営
資
源
で
あ
り
、
い
か
に
労
働
者
の
個

性
や
能
力
を
引
き
出
し
、
活
性
化
で
き

る
か
ど
う
か
が
今
後
日
本
企
業
が
生
き

抜
い
て
行
く
た
め
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
労
働
者
個
人
の

個
性
と
能
力
に
対
応
し
た
多
様
な
働
き

方
が
で
き
る
労
働
市
場
を
実
現
す
る
た

め
、
個
人
は
自
ら
が
持
つ
職
業
能
力
を

企
業
は
労
働
者
に
対
し
て
求
め
る
能
力

を
お
互
い
に
分
か
り
や
す
い
形
で
示
す

よ
う
に
す
る
た
め
の
社
会
基
盤
と
し
て

職
業
能
力
評
価
制
度
の
整
備
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今

後
に
お
い
て
も
、
も
の
づ
く
り
か
ら
サ

ー
ビ
ス
産
業
ま
で
幅
広
い
業
種
の
職
業

能
力
評
価
基
準
を
策
定
し
普
及
促
進
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。


